












Aberrant populations of circulating T follicular helper cells and 
regulatory B cells underlying idiopathic pulmonary fibrosis 
（特発性肺線維症では末梢血濾胞性ヘルパーT 細胞と制御性 B 細胞
が異常な割合を示す） 
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2016 年 2 月から 2016 年 9 月までに札幌医科大学附属病院を受診した IPF 患者のうち、
文書にて同意が得られた 18名(男性 14名、女性 4名、年齢 68.2±7.13 (50-79)歳)を調査対
象とした。IPF の診断には 2011 年の ATS/ERS/JRS/ALAT による診断基準を用いた。健
常対象として、呼吸器疾患や膠原病、リウマチ性疾患及びアレルギー疾患の既往がない 21
名(男性 7名、女性 14名、年齢 67.8±9.09 (57-88)歳)のデータを用いた。末梢血 20mlを採
取し、その血液からリンパ球を分離し、フローサイトメトリーにて Breg 細胞数、Tfh 細
胞数、Tfh 細胞のサブセット、ICOS および PD-1 陽性 Tfh 細胞の割合を調べた。IPF の
診断から採血までの期間はさまざまで、採血までの中央期間は 17.4(0-35)ヶ月であった。
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し、その予後因子となることや、heat shock protein 70などの特定の自己抗体が IPFの増
悪や予後と関連すると言われている。IPF は idiopathic な疾患が基本概念であるが、その
病態は heterogeneous であり、IPF の中に獲得免疫や自己抗体が深く関与した群が存在す
る可能性がある。そのような病態には B cell の活性化を抑える治療や自己抗体を除去する
治療が有効な可能性がある。本研究では DLcoの変化率と Bregの低下に正の相関があり、
疾患の重症度との関連も考えられた。 
論文審査委員会は、本論文が学位論文審査基準を満たしていると判断し、博士（医学）
の学位授与に値するとの結論に至った。 
 
 
